














学位論文題 目  Routine TransurethralBiopsy of the BladderIs  
Not Necessary to Evaluate the ■Response to  
Bacillus Calmette－Guerin Therapy  
（BCG膜腕内注入療法の、効果判定目的のルーチンな  
経尿道的膜胱生検は、必ずしも必要ではない）   
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は、表在性膀朕癌に対するBacnlusChhneue－GuerinO3CG）捌光内注入療法後の効果   
判定を目的とした経尿道的膜胱生検の必要性について検討したものである。糾名の患者を対象   
とし、BCG膜胱内注入療法後の、尿細胞診、膜胱絢汎臥膜胱生検結果につき検討し、尿細胞   
診陽性19症例には、膜胱生検で全例に膀胱癌を認め、尿細診陰性症例5ヰ例中53例（98．1％）   
には、膜胱生検でも膀胱癌が存在しないことを明らかにしたこの知見は、膜脱鏡で明らかな   
腫瘍を認めず、尿細胞診が陰性であれば、BCG膜胱内注入療法後の効果判定目的の、／レチン   
な経尿道的膜胱生検は必ずしも必要でないことを示しており、膀胱癌治療の臨床上、重要な知   
見であり、価値ある業績であると認める。よって、本研究者は博士（医笥の学位を得る資格が   
あると認める。   
